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表
せ
ら
れ
た
日
滿
支
を
通
ず
る「

國
，土
計
盡
設
定
要
綱」

は
、
版
'̂
.か
に
の
方
问
に
向
つ
て
ぞ
の
發
足
を
印
す
に
足
る
9

現
狀
ょ
り
推
す
限
り
、
臺
灣
に
つ
い
て
、
農
'業
領
趟
と
し
て
の
地
位
の
保
持
は
、
今
後
も
暫
く
は
•必
要
で
あ
ち
ぅ
。
し
か
も
他
方
エ 

業
化
I

I

し
て
は
、
圈
S

地
I

並

び

編

；

條

件

倉
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件
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づ
い
て
、
.此
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起
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業,.
<
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:設
立
^

義

宜

1
重
點
：生
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的
選
擇
耙
游
ふ
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の
進
展
が
看
取
せ
ら
れ
る
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へ
へ
-i
t
接
的
軍
需
工
業
の
建
設
を
第1

次
询
に
、.
電
力
凌
源
を
基
礎
と
す
I
そ
の
他
Q
;s
•
化
夢
！

h

藥
'の
育1

:

が
、
エ
«:
'
化
運
：動
：の
：進
路
と
--
'''' 

し
て
識
定
せ
ら
れ
る
。
む
ろ
ん
ヒ
れ
に
つ
い
て
及
農
業
と
の
調
盤
も
*
先
に
指
摘
し
た
如
ぐ
肝
要
で
あ
る
。
又H

業
^ ;
自

體

に

つ

い

て 

も
ノ
今
後
招
來
さ
る
べ
き
新
狀
勢
に
對
し
、
出
来
得
る
限
り
の
見
透
し
を
試
み
る
と
共
に
、
要
於
せ
ら
れ
る
轉
換
に
對
し
•
て
は
、
精
極 

的
に
’應
ず
各
だ
け
の
用
魚
と
覺
瞎
が
望
ま
'し
^

の
で
あ
る
。
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む
ろ
ん
工
業
化9

前
途
に
枕
可
成
り
の
因
.

が
豫
韻
せ
ら
れ
る
。
島
内
事
情
か
ら
も
齋
は
南
方
赞
源
と
の
連
紙
か
レ
も
ゝ
豫
想
と 

.の
背
反
或
は
不
測
の
_

の
發
生
は
免
れ
な
；

s

で
'あ
ち
ぅ
.。
た
r
す
べ
て
は
共
榮
圈
建
設
の
た
.め
の
、
又
建
設
せ
ら
れ
た
㈣
り
に
お
い 

て
の
共
發
圈
内
の
要
求
に
從
つ
‘て
、
規
觉
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。C
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日
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授
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卯
隆
三
氏
執
筆
リ
は
、，
工
業
化
運
励
の
具
體
的
事
實
を
讓
■に
、
エ
槳
化
の
必
然
搜
そ
の
私
霞
及
ぴ
制
限
性
に
つ
ぎ
綿
帮
な
を 

觚
明
を
提
供
す
る
。
御一

讀
を
推
獎
し
度
い
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で
も
無
ハ
が
本
邦
內
地
都
市
の
發
達
も
亦
、
.著
し
き
變
北
を
■見
せ
つ
'、
あ
.る
も
の
X

’一
 

と1
K

ふ
事
が
出
來
る
o 
.現

-?
敗
凉
7=
人
ロ
は
七 

百
萬
S

ん
と
し
、一

千
萬
ル
口
、の
將
來
さ
へ
決
し
て
遠
く
な
い
も
の
.と
見
ら
れ
て
ゐ
る
。
文
各
地
方
に
は
新
興
都
市
の
勃
興
が
あ
り
、

:
.都
张
間
览
が
國
內
問
陳
の
#

&

地̂

像

お

占

：め
：で
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現
ぬ
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國
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^-
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^
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^
赛
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燦
い
で
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計
_

つ
て
大
都
市
I

心
に
工
場
が
■

に
增
設
さ
れ
た
結
集
、
都
市
-と
.農
村
6
人
ロ
に
異
常
な
變
化
を
生
じ
て
ゐ
る
。
即
ち
都
市
は
過
摩 

^

衞
防
爹
龙
夜
か

^
^

.1

方
農
村
で
は
先
祖
傅
來
の
美
田
が
潰
滅
し
、
山
林
が
荒
廢
に
導
か
れ
，る
な
ど
.
*種
々
の
問
題
が
起
づ
て
を
り
、
こ
れ
ら
の
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，
中
央
の
統
制
强
化
が
必
然
的
で
あ
る
今
日
、
大
都
市
人
口
の
-膨
脹
は
其
の
主
要
因
，で
あ
る
工
業
集
積
と
併
せ
て
不
可
避
の
趨
勢
に
あ

る
。
故
に
大
都
市
人
口
.の
，分
散
北
が
切
實
.に
要
求
さ
れ
る
一
面
、
現
實
に
都
市
人
0
は
ど
う
變
化
し
て
ゐ
る
、か
、
此
の
實
情
を
知
る
事
■
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は
吾
‘々

研
究
者
に
と
っ
て
極
め
て
孤
要
な
事
で
‘あ
っ
た
。
先
頃
ま
で
吾
々
の
使
用
し
得
る
確
實
な
る
最
新
の
資
料
は
昭
和
十
年
の
國
勢
；.，
 

調
査
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
に
支
那
事
變
が
發
生
し
、
我
國
經
濟
の
展
開
の
テ
ム
ポ
が
急
速
.化
さ
れ
て
ゐ
る
以
上
，
昭
和
十
年
の
數
字 

で
は
最
早
•
用
を
な
さ
ぬ
位
に
各
方
面
に
著
し
い
變
化
が
あ
っ
た
。
其
處
で
昭
和
十
五
年
國
勢
調
査
■の
結
娱
が
待
•望
さ
れ
た
次
第
で
あ 

る
。
前
述
し
た「

時
局
下
の
國
内J

E

勢
が
反
映
し
た
結
果
は
少
く
と
も
此
の
調
齋
の
數
字
.に
一
一
小
さ
れ
る
'で
あ
ら
.う
。

，

支
那
事
變
以
來
の
食
激
な
變
貌
を
示
すI

端
と
し
て
次
の
資
料
を
提
出
し
て
み
ょ
うO

っ
ま
り
..昭
和
五
年
同
十
¥
の
國
勢
調
丧
の
數 

字
を
兹
礎
に
し
て
得
ら
れ
た
昭
和
十
五
年
の
推
計
人
口
と
今
向
發
表
さ
れ
た
國
勢
調
査
の
.數
字
と
の
對
照
で
g>
.る
。
之
れ
に
ょ
っ
て
得 

る
結
果
：は
®

和
五
年
以
來
め
.：人
ロ
.增
減
の
趨
勢
が
昭
和
十
年
以
後
に
ど
う
な
っ
た
か
と
い
ふ
事
を
示
す
も
の
で
先
づ
次
の
結
果
を
示
す 

；

事
が
出
來
苓
.*
9
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^
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勢
調
査
$
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の
'̂
0-
,
が

岡

年
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計

人

；ロ
ー
ょ
り
多
れ
っ
衣
も
の
が
四
十

^ ̂

の
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.が

.

一 

一
1
0市(

：外
吃
不
明
の
'1
>;
の
.が
五
：市
、
合
計
一
六
八
市
.

)
と
な
つ
て
ゐ
る
0
,今
；そ

れ

免

推

計

人

ロ

と

實

計

人

ロ

と

の

...差

が

五

^
以
下 

の
1>
の
を
餘
い
て
汾
類
も
.て
見
.る
：と
先
づ
推
計
人
ロ
ょ
り
實
計
人
ロ
が
超
過
し
て
ゐ
：る
：も
(7
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塚
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來
舞
鶴
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■

,
.
.ク i

r
o
'
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,^:

以

で
^
蘭
の
四
三
^
と 
一

K

ふ
の
が
最
高
で
あ
る
9

反
之
、
實
計
人
ロ
が
推
計
人
口
に
及
ば
ざ
る
都
市
は
前
述
の
如
く 

.一一. 

5
市

.で

あ

る

が 

其
の
内
，
五
<
以
上
の
減
少
を
示
せ
る
も
，の
を
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げ
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と
左
の
通
り
で
あ
る
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都
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昭
和
十
»
年
度
に
於
け
る
推
鼾
人
ロ
と
實
計
人
0
と
の
喰
違
ひ
は
次
の
樣
裊
意
味
を
持
'0
て
ゐ
る
。
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2'〕

‘兩
者
に
著
'し
'い
差
異
.の
な
い
事
は
、
昭
和
五
年
以
來
の
人
ゝ
ロ
.增
加
率
が
ほ
>
.同
樣
.に
繼
續
し
，て
，ゐ
る
事
を
歡
味
す
る
。

.0
'
1
)

■
併
し
兩
者
に
相
當
の
嗟
異
が
釭
り
、
殊
に
實
計
人
-n
の
方
：が
可
な
り
劣
勢
で
ぁ
ら
た
と
し
セ
も
、
そ
れ
は
其
の
都
市
の
人
2
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增
加
が
停
也
1
た
|
$を
意
味
す
る
の
で
な
く
て
ノ
昭
和
五
年
|

十
年
程
の
著
し
い
增
加
傾
向
が
維
持
さ
れ
て
ゐ
な
，い
と
奔
ふ
に
過 

ぎ
な 
s
o 

,

(

三)

故
に
前
期
間(

昭
和
五
丨
十
年)

に
極
め
て
著
し
い
增
加
率
を
見
せ
た
様
な
都
市
の
場
，合
に
.は
、
反
つ
て
今
期
間(

昭
和
十
I
 

，十
五
‘年〕

に
於
い
.て

實

計

人

ロ

が

推

計

人

：
ロ

.に
及
ば
ぬ
.事
に
.な
，り
勝
で
ぁ
る
'0
.

.
 

. 

:

• 

--
 •
 

• .
 

v 

V-. -
 •
 

.

.
i 

. 

-
 

- 

... 

-.

(

四)

’
之
れ
に
反
し
、
從
來
の
增
加
率
が
極
め
て
僅
少
'
又
は
逆
に
減
少
率
を
菸
し
て
'ゐ
.た
様
な
場
合
に
は
今
期
間
に
於
け
る
若
干

:
,機

：：<0
'
'
-獄
佩
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丸
务
_

の
_
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霞

ロ

避

(

五
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敗
に
推
箭
人
口
と
實
計
人
n
と6

對
照
比
‘
各
都
市
に
つ
い
て
今
迄
の
傾
向
が
そ
，.の
ま
.、
働
い
て
來
て
ゐ
た
か
否
か
を
知
る
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上
に
便
宜
，で
ぁ
.る
の
で
、
つ
ま
り
昭
和
十
年
1

十
五
年
と
い
ふ
、問
題
的
な
五
ヶ
¥.
間
に
ど
れ
丈
け
新
し
い
情
勢
が
生
れ
つ
\
ぁ
つ 

た
か
と
云
ふ
寒
を
^

る
上
に
於
い
て
は
^.
適
な
方
法
と
一
方
ふ
事
が
办
來
る
。 

_

:
:
:へ泛
^

を
令
,,
'
»場
_

市
；の
：扇
浦
，̂

.\
>
>
'愿
：親
讓
_

)
'
;寶

翁

人

％

が

著::
^
;̂
推
訊
'̂

の
.諸
都
市
に
就
い
て
見
.る
，と
、
川
崎
市
の
如
き
は
昭
和
五
年
丨
十
年
灯
增
加
率
ニ
九
.
一
ズ
に
對
し
‘て
今
期
は
五
ぐ
九
ズ
を
示
し
て
を 

り
、
之
れ
釔
若
し
舊
市
域
人
ロ
で
比
較
す
队
ば
九
四
多
の
增
加
に
當
岑
。
室
蘭
は
.前
期
の
一
六
•五
^
に
對
し
今
期
は
六
¥

三
多
に
當 

办
、
い
づ
れ
も
實
質
的
な
增
加
を
示
し
て
ゐ
る
,°
反
之
富
山
市
の
場
合
に
は
、
前
期
に
五
ダ
の
極
め
て
微
弱
な
增
加
率
も
持
っ
た
故
.

に
‘今
期
に
一

五
•
五
^

の
增
加
■を
示
す
事
に
ょ
つ
て
推
計
人
口
を
遙
か
に
凌
獄
し
た
事
情
と
な
.つ
、た
の
で
あ
る
タ
最
も
茴
白
い
の
は
岡 

:
.谷
市
で
そ
の
人
0.
.は
絕
對
減(

四
一

、
三
三
三
.か
ら
四
0
、
〇
三
三
と
な
る)

に
も
拘
ら
ず
、
推
計
人
口
が
ニ

.

七
•
九
〇

〇

と

あ

る

に

對

し

.て 

:
四
0
、〇
ー
三
ー「

の
實
計
人
ロ
を
得
た
爲
め
四
三
％
の
開
き
を
示
.し
て
ゐ
る
。
つ
ま
り
か
、
る
場
合
に
は
從
來
の
如
き
率
で
減
少
の
一
途

ぐ-
.

.

ノ
.
 

• 

.......
 

.
 

.... 

.
 

■ 

.
 

■
.

.
‘を
迪
ら
な
か
つ
た
と
.い
ふ
事
を
ー
不
す
も
の
で
あ
る
。
.
反
之
、
推
計
人
口
が
實
哿
人
口
ょ
り
も
大
で
あ
る
場
合
に
就
い
て
一K

へ
ば
、
瀨
戶 

:
.延
岡
の
：如
$

^

^
者
は
«
對
的
^

人
奋
'の
%

少
^

芣
し
_

七
、
洱
五」

：ニ
入
^

四
$
、七
セ
3:
人

■'

に
系
乜
^

の
減
少
率
と
變
じ
て
を
る
。
延
岡
市
の
場
合
に
は
絕
對
的
減
少
は
見
な
い
が
前
期
に
六
四
•
五
^
と
云
ふ
•異
常
な
る
增
加
振

•
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.グ
が
：あ

'<
>
.た
爲
：办
に
今
囘
の
三
*
八
％
の
增
加
率
で
は
、
推
計
人
口
に
對
し
て
實
計
人
口
が
一
一
六
^

の
減
少
を
示
す
所
以
と
な
つ
.て
ゐ 

る
。
布
施
市
の
如
き
は
今
期
も
四
强
の
增
加
率
を
示
し
て
ゐ
る
に
も
枸
ら
ず
前
‘期
に
五
ニ
^
强
の
增
加
率
が
あ
つ
た
爲
め
、
實
訃 

人
ロ
が
推
計
人
ロ
に
及
ば
な
い
事
に
.な
つ
て
ゐ
.る
が
昭
和
十
年
の
九
萬
五
千
は
今
囘
十
三
萬
四
千
と
な
つ
て
實
際
上
に
は
頗
る
發
展
し 

,
.て
ゐ
：本
0.
:

:故
^

い
次
れ
.：の

都

市

も

と

：：つ

：
％̂
^
^

:に
家
さ
れ
る
.譯
で
あ
る
o 
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.

.
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今
、囘
.の
ー
都
靜
人
ロ
：

€
碴
加
.に
タ
；̂
て
.は
敗
崎
市
菸
ニ
：3:
四
涔
川
崎
市
が
^
四
：_
^

,,加
率
の
大
な
る
都
市
と
し
て
摘
出
さ
れ
て
ゐ
る
が
之
队
に
就
い
て

は

一

考
を
必
要
と
す
る
。
何
と
な
れ
ば
昭
和
十
年
と
十
五
年
と
の

A ' 

ロ
を
比
較
す
る
に
其
の
市
域
が
決
し
て
同1

で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
.，尼
崎
市
の
'例
を
以
つ
•て
云
へ
ば
同
市
は
昭
和
十
■了
年
四
月I

日
に 

川
邊
郡
小
田
村
と
‘一，緖
に
な
つ
て
ゐ
る
。’
故
に
舊
尼
蝽
市
の
人
ロ
は
へ
昭
和
十
年
の
國
勢
調
乾
で
は
七」

、
〇
六
八
人
で
之
れ
と
今
囘
の
、
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昭
和
十
五
年
國
勢
調
査
の
數
字一

八1

、
〇

ニ
と
を
比
較
す
る
と(

但
し
昭
和
十
'ー：年
以
來
小
田
柠
合
併
に
よ
る
新
市
域
內
の
人
ロ) 

一

1
‘五

四

芝

I

の

で

倉

。
故
に
市(

g

f

し
て
I

と
し
て
は
確
か
に
市
民
の
I

I

五
四
f

增
加
し
た
事
に
な
る
が
、

. f ；

社
會
：
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に
見
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崎
セ
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■
た
の
.で
あ
る
.。
.故
に
昭
和
十
五
年
現
在
の
.新
市
域
，を
以
.つ
て
人
口
を
算
出
す
る
と
一
一
一
左
、五
五
八
と
な
り
、
舊
市
域
の
人
口
よ
り
も
五 

」

四
、四
九
〇
人
1»
つ
ま
り
七
六
^

に
あ
た
る
人
口
'が
後
、の
市
域
た
名
べ
き
所
に
居
住
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
故
に
十
五
年
現
在
の
市
或
に

...
 

%
 

.
 

*

 

a

. 

.

1.

於
け
る
當
時
の
人
口
は
前
記
の
如
く

 

一
 

~

1

五
、
五
五
八
人
で
之
れ
を
以
つ
て
昭
和
十
五
年
の
人
口 

j

八 

一
、
Q
 j 

!•人
に
對
す
る
增
加
率 

を
箅
出
す
れ
ば
約
五
〇
％
と
い
ふ
率
に
低
下
す
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
理
由
に
よ
つ
.
•て
川
崎
市
の
九
四
^
は
五
六
•
九
^
;と
^

る
o
川
口 

バ
市
も
伺
様
に
八
〇
^

の
增
加
率
は
市
域
擴
張
に
よ
る
.修
正
を
施
す
と
ニ
七
*

ー̂

と

な

る
.°
室
酹
.に
於
い
て
は
市
或
擴
張
が
_

ハ
h
ら 

六
五
多
の
增
加
率
は
其
の
ま
>
で
あ
つ
て
、丨
從
つ
七
修
正
に
よ
る
と
人
耵
增
加
率
の
最
大
順
位
を
次
の
如
く
に
改
め
る
事
が
出
來
る
。
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市
域
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張
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よ
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故
に
修
正
に
よ
る
增
W

率
を
標
準
に
し
て
尼
崎
市
以
上
の
も
の
.を
求
む
れ
ば
、
日
立
市(

四
五
•
三
5

玉
野
市(

四
七
ニ 

％)

小
野
田 

，市(

五
•六
•
八
5

立
川
市(

六
六
5
.等
が
あ
る
o

つ
ま
り
斯
く
の
如
く
し
て
是
等
の
都
市
で
は
前
期(

昭
和
五
I

十
年
}aj

今
期(

昭
和
十 

つ
.̂

十
五
年
^
去
の
ー
間
に
狀
況
め
相
違
ネ

^
ゃ

た

ん

ぅ

が

パ

^

丄
瓦

:

に
.っ

い

て

誤

解^-
今
の
澉
れ
：が

あ

る
.0
此
办
點
、
if
t

:
京
裏
調
査
會
咖 

ー.に
电
鑑
各
年
»
現
在
の
取
域
に
基
<:
其
<7
>
;
'奮
^

9
人
ロ
敗
ゼ
|

|

^

_:3
解
し
^
ゐ
^
事
ヨ 

し
い
遺
方
で
あ
る
と
典
に
親
切
な
態
度
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
.ら
ぬ
。
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以
上
の
事
情
が
旣
に
此
の
五
ケ
年
間
に
於
け
る
本
邦
都
市
發
達
の
情
勢
に
於
け
る
一
傾
向
を
如
實
に
物
語
つ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。
故 

に
昭
和
十
年
國
勢
調
查
に
於
け
る
狀
況
が
昭
，和
十
五
年
に
到
る
ま
で
に
ど
、の
樣
に
變
化
1
た
か
、
其
の
變
化
は
何
處
で
、
' ど
ん
な
都
市 

に
就
い
て
起
っ
た
か
を
檢
し
て
み
る
事
は
、
之
れ
か
ら
•の̂

市
問
題
處
理
上
最
も
有
益
で
あ
ら
う
。
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.
先

タ
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本
紙
内
地
都
市
め
數
か
ら
&

へ
ば
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和
十
六
年
五
月
一
日
現
在
で
は
尙
ほ
T
四
市
を
加
へ
て
ゐ
る)

殊
に
昭
和
十
五
年
に
は
其
の
數
が
急
激
に
增
加
し
て
.

る̂
。
.扨
、
此
の
增

加
し
た
都
市
の
配
置
が
ど
う
な
る
か
と
云
へ
ば
、
少
し
く
歷
波
的
に
竝
べ
て
見
る
と
次
の
樣
で
あ
る
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八
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こ
れ
に
よ
f

地
方
別
の
年
次
的
分
ノ
布
は
可
な
り
不
均
衡
に
な
つ
て
來y
ゐ
る
。
明
治
年
代
に
は
比
較
的
に
均
分
的
に
配
f

れ
て
ゐ

た
も
；の
が
大
芷
年
間
を
經
て
今
日
に
到
る
迄
に
著
し
く
偏
歪
を
見
せ
奧
羽
地
方
四
國
地
方
に
そ
れ
程
.の
興
隆
が
な
く
北
海
道
は
大
正
年 

:

代
で
停
止
•し
九
州
も
大
正
年
間
に
著
し
く
興
隆
し
た
が
其
處
で
や
X
停
頓
し
中
國
地
方
は
昭
和
年
間
に
著
增
し
て
ゐ
る
。
近
畿
、
中
部 

も
彿
同
樣
ヤ
中
部
地
方
は
大
正
年
間
以
前
に
可
な
り
の
.都
市
を
分
布
せ
し
■め
て
ゐ
た
所
に
特
長
が
あ
る
。
關
東
は
大
正
以
後
に
都
市
數 

、を
激
增
し
て
：ゐ
る
。
昭
湘
十
年
以
來
の
都
市
增
加
數
四
.

十
：：「

：仗

奧

：羽

で
^

中
部
で
丸
、
近
畿
で
ニ
，.
V中
國
で
六
、
四 

國
2'
、
な

歌

|

分
れ
、
關
_

^

^
近
t

耳
：5

を
占
め
て
ゐ
る
。
之
れ
S

t
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之
れ
を
昭
和
十
五
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度
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比
較
す
る
と
全
體
で
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都
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が
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し
て
ゐ
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萬
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萬
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萬
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ニ
三
、
三
兰
四
、四
三
0

1
0
,
0
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，l
n

七
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l
o
o
^
_ 
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と
な
つ
て
比
率
上
か
ら
見
る
と
六
大
都
市
.の
占
め
る
割
，合
.が
極
め
.て
僅
少
激
が
ら
減
じ
1
?-
萬
級
で
多
少
、の
、
三
萬
級
で
可
な
り
の
增 

加
を
示
し
て
ゐ
る
？
此
の
意
味
か
ら
一K
ふ
と
昭
和
十
年
以
乘
の
都
市
#
達
は
，
大
都
市
の
發
達
は
決
し
て
，阻
害
し
な
か
つ
た
が
、
し
か 

'も
小
都
市(

近
篱
#
滿
一
1
.
1萬
.：以
_

の
_

市)

故
：優

勢
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進
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都
市
が
十
邱
の
ニ
六
％
に
對
し
て
.，十
五
年
は
1ニ
四
％
で
耖
る
事
に
ょ
0
て
明
か
に
な
.る
。
此
の
五
年
間
に
增
加
し
た
都
市
人
ロ
は
實
數

で
阻
、
ニ
•四
三
、
一
〇
九
人
で
あ
る
が
此
の
增
加
分
は
左
の
如
き
割
合
で
■各
級
の
都
市
に
吸
收
さ
れ
て
ゐ
‘る
。
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■
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人
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級
都
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萬
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.
ニ
三
七
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五
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■ 

(
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六
•
0
%
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.

.
♦

ニ 九

萬 萬 萬

以 以 以

下 上 上

一
、0
六
^
八
八
'五
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,1

一：五
，一、
四
1
1S:

四
，fl

四
三
'
10-
-
九

(

六) 

(

ニ
五)

.
-

(

六)

5
0
%

七
6
涔 

'九
.ニ 
•〇
夂 

三
ニ
〇
-
0ダ

.つ
ま
り
五
ヶ
年
間
に
.於
け
る
增
加
都
市
人
0
は
何
と
沄
つ
て
も
六
大
都
市
で
1ーー‘八
^

を
吸
收
し
‘て

ゐ

石

が

三

萬

級

の

都

市

が

之

れ

，.に
次 

#

s

E
:f
;

^
吸

收
|>
;

•て
ゐ
.る
事
が
頗
る
.顯
發
で
ぁ
.る
;0
故
に
三
萬
以
下
の
都
市
れ
場
合
を
除
く
と
此0

^
:

の
.都

市

は

五

ヶ

年

間

ゆ

ル
:1ン

一̂
§
,

火
_
燴

加

：寧£:
艺

：て

ぁ

队

、
へ
四
；覺

、：

^
:虜

^

帅

唆

叉

パ

問®
に
し
な
け
れ
ば
か
ら
ぬ
も
の
を
含
ん
で
ゐ
る
で
ぁ
ら
ぅ
。
つ
ま
り
新
興
地
方
铘
市
の
問
題
或
び
^

衛
生
都
#
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备
都
市
に
就
い
て
沄
へ
'ば
人
口
の
.絕
對
減
の
.都
市
が
四
十
六
市
に
灰
'ん
；
で
へ
ゐ
る
が
其
の
內

_

は
次
の
通
り
^

.
: 

ノ 

.
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-
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会
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對
_

の
都
市
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;
;
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1
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萬
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狀
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本
邦
都
市
發
浲
の
坻
狀 

七
二 

c
A
A
l
v 

地
理
的
に
分
類
す
y
と
表
日
本
で
一
八
：̂

中
日
本
.で 

一
二
忾
.襄
日
本
で
五
_市
と
.な
り
ノ
比
較
的
に
屮
0-
本
に
減
少
人
ロ
の
都
市

:
:
;
,
。̂

多
；ぃ
«

,^
特

徵

：蒙

令

。
ぺ

各

響

別

：に

見

れ

ば

-'
-
>
«篇
ば
養
儺
«

の
^
^
^
^

ゐ
る
。
-是
等
の
都
市
の
名
稱
を
揭
々
れ
ば
凡
.そ
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
で
あ
ら
ぅ
。
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:
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今

！̂

•

ロ
 Or

絕
對
的
減
少
を
見
た
こ
れ
等
の
，都
市
は
多
ぐ
從
來
輕
エ
業
に
依
つ
て
立
つ
か
、
或
は
‘地
方
商
業
の
.中
心
地
で
あ
つ
て
、

:

,

增
辄
の
：齔

合

の

著

し

い

都

#

が
味
咸
番
桊
の
’影
響
^
因
冬
の
左
文

■.
.

及
都
市
人
.ロ 
■1-
-
.
-
醫

補

市

問

題」

本
年
六
.月
號
0
事

實

議

.エ
業
都
市
於
|

的
#:
<;
を
占
め
_て

が

る

が

〜

他

方

人

ロ

減

少

の

原

因

は

相 

'

當

複

雜

な

：る

原

因
•̂
基

く

灰

の̂
あ
ら
5.
-
か
：ら

實

際̂
は
個
々
の
都
市
に
就
い
て
詳
細
に
究
呢
1?
る
^

要
が
れ
る
。
例
：へ
ば
m:
京
市
は
. 

.

,
大
芷
九
年
に
--
3

ゼ

萬

如

つ

だ

が

同

十

四

年

ぬ

は

震

災

の

影

響

を

受

げ

た

に

し

て

も

_ー

 

九
九
萬
に
減
じ
昭
和
五
年
に
於
、い
て
4>
-
,ニ
〇
七 

萬
ザ
激
つ
て
ゐ
る
。
之
れ
は
舊
市
域
で
あ
る
が
新
市
域
：を
含
め
て
計
算
サ
れ
ば
此
め
期
間
に
三
三
五
見
丨
四
一:
0萬
丨
四
九
八
萬
と
な

つ
て
少
し
^
減
少
：の
傾
向
.を
示
し
て
ゐ
な
い
。
つ
ま
り
都
市
0:
發
達
が
市
外
、
；郊
外
に
行
は
れ
る
場
合
に
は
ボ
そ
の
も
の
ゝ
人
ロ
が
反
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叉
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減

返

.す
る
場
合(

市
そ
の
も
の
，.が
A

ロ
'Co
、

飽

和

狀

態

に

あ

：る

事

 

.尾
道
市
の
如
き
は
今
囘
六
H
四
人
の
減
少

集

し

て

ゐ
る
が
思

十
二
'
.十
四
年
に
近
隣
町
村
を
合
併
t

ま
.S

市
域
内
の
人
口
は
■

を
以
ク
て
.飽
和
黯
と
し
て
ゐ
た
ら
し 

^
6
大
正
九
年
以
後
の
‘國
勢
調
査
で
は
.ニ
萬
六
千
、
ニ
萬
七
千
、
ニ
.萬
九
千
、
三
萬
と
な
つ
て
を
り
、
市
域
擴
服
後
の
昭
和
十
五
年
に 

よ
四
萬
八
千
に
激
暂
しV

ゐ
る
。
' 之
れ
を
現
在
市
域Q

露

人

口

に

修
す
る
と

同
じ
<
大
正
九
年
以
來
四
萬
、
S

三
千
、
四
萬
六 

千
、
■四
萬
九
千
と
な
り
今
囘
の
國
勢
調
査
.で
.四
萬
八
、
^:
と
僅
か
の
減
少
を
示
し
.て
ゐ
る
。
故
に
.從

來

の

，市

街

が

既

に

人

口

鉋

和

狀

態

で 

ぁ
り
、
人
ロ
僧
加
分
が
市
域
ル
に
巢
稹
す
.る
.椽
な
場
合
に
は
其
の
市
域
人
ロ
*は
減
少
す
る
恐
れ
が
ぁ
*)
-

>
少v

と
•も
梓
頓
狀
態
に
陷
る 

事
が
あ
る
o
,大
正
九
年
の
‘齓
勢
調
査
以
來
•
人
口
減
少
.
.の
都
市
？:
.見
る
と
次
.の
如
く
で
あ
•る
。(

單
位
は
萬〕
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本
邦
都

發
建
の
5®
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昭
-
和

十
'2
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年
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2

4.
9

4.
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昭

和

十
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f
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26-
7

1:
8

4,
9

_

_

_

_

_

_

大

3£
九

年

2.
5

3.
3

1-
7

2-
3

( ^

0 M b

广A
中 w) 

(B

は調畓當時の市域人口 

は昭和十耳平五月iff域K 修正せ

七
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-

.示
し
.て
ゐ
る
が
昭
和
十
五
年
の
市
域
に
よ
る
計
算
セ
は
逆
に
增
加
し
て
ゐ 

る
。
つ
ま
b
舊
市
域
で
は
減
少
し
て
ゐ
て
も
市
域
'外
に
激
增
し
た
人
口
が 

あ

つ

た

爲

め

、
新

市

域

に

.よ

る

計

第

で

は

人

ロ

減

少

が

起

ら

ず

逆

に

增

^
 

す
る
と
い
‘ふ
^

^
に
.な
.つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

次

に

都

帘

人

ロ

徽

夂

よ

つ

て

各

府

縣

'、

地

方

及

び

地

理

的

狀

況

を

觀

察 

し
て
み
よ
ぅ
。
昭
和
十
五
年
國
勢
調
赍
の
都
市
A-
ロ
總
.数

.は

市

域

擴

張

に 

よ
る
修
正
に
よ
る
と一

ー
七
、五
七
七
、
五
三
九
人
で
ぁ
.る
が
之
れ
が
道
份
縣

^

^

-

-

-1-

-

-

-

-

-

-

-
-

-

-

-

-

-

-
一
 

別
に
は
次
の
樣
に
な
つ
て
ゐ
る
。(

七
五
頁
所
載
表
參
照)

:
1
:先
づ
各
^

^
の
册
^:
1:
;

,
炎
^
-̂
:

^
«:
--
:
|
)
_
^,
配

:«
^
1
©
が̂
ぁ
^
。
0
縣
«

''
0.

^

東
_

^

阪
^

€
し
く
此
^
道
^
^ ̂兵

寧

,M
P
 

が
之
れ
に
次
.ぎ
、
更
に
神
奈
川
、
.新
潟
、
■靜
岡
、
廣
島
•、
.京
都
、
'長
野
-と
な
纹
,>
:
北
海
衝
を
除
い
.
._
て
.は
大
體
、
大
都
亦
又
は
都
市
の
多 

V
地
方
^
優
實
を
占
»-
て
.ゐ

る

：同

跨'̂
秦

等

の

府:̂
が
.昭

和

，十

席

ょ
'̂
5:
ケ
；
年

間̂
;人
'托
の
墙
加
藥
卷
：大
な
る
^

縣
^
彭

て

、.
.增
. 

加
の
著
し
い
の
は
東
京(

一
五
5

大
阪(

一
一
•
五
5

神
奈
川(
.一.九
5

福
岡
，

(
一

ニ
*
ー5

〕

愛
知
£
:
1

O
H
Q
O

兵
原
'
:

i.

〇
•

轉
 

，•
•
'で
あ
る
v
fl
l

w
縣
Q
"A
•
七
^
の'增
加
率
も
法
a

さ
れ
て
い
>

と
思
ふ
。
，
' 增
加
率
で
云
.へ
ば
棄
府
は
各
國
勢
調
杳
期
に
於
い

て
漸
次 

.，そ

の

趨

勢
#
弱
め
、
神
奈
川
縣
は
今
期
に
著
し
く
躍
進
し
A
愛
知
縣
は
、
大
體 

一
一
丨̂

 

一
.
0多
を
前
後
し
•大
阪
府
は
今
期
の
增
讪
孝
於

        【............ I '  ■—— —

莳 縣 人口
3,272,718

1,000,509 
J,0i»5,7 命 
1.271,238 
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之
れ
も
前
述
の
山
ロ
縣
の
場
合
同
様
修
正
：し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。假
り
，に
神
奈
川
縣
を
例
に
と
っ
て
み
る
と
、修
正
に
よ
る
都
市
人
，

ロ
：̂
增

加

は

吼

和

十
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の
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對
し
て
1
1三
*
七
夂
と
な
办
修
疋
せ
ざ
る
.場

合

の

：三
四
上
ー
5

ょ
か

ゃ^:
^

修
正
に
よ
ら
ざ
る
も
の
六
五
*
汍
^
な
り
し
に
對
し
て
修
正
に
よ
る
と
六
九
*
五
ズ
と
な
ひ
、昭
和
十
五
年
の
比
率
七
ー
V
三

^

に

近

く

な 

る
。
た
'̂

此
の
場
合
、
修
正
に
よ
る
と
、
都
市
人
口
の
潜
加
率
は
、
縣
人
ロ
の
增
加
率
と
共
に
山
ロ
縣
の
場
合
よ
り
も
大
で
あ
る
。

此
の
五
年
問
に
神
奈
川
縣
が
得
た
人
ロ
の
增
抓
數
は
三
四
八
、
九
六
九
人
.で
ハ
修
正
‘せ
，
^
都

，市

人

ロ

の

增

加

數

三

六

八

、
四

七

七

人 

.よ
り
や
、
少
く
、修
‘正
せ
る
增
加
數
三
0.
三
、
三
五
八
よ
り
や
\
多
い
0

縣
內
增
加
人
口
の
八
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が
市
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に
吸
收
さ
れ
て
ゐ
る
。
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の
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場
合
、
-
神
奈
川
縣
で
は
川
崎
市
の
吸
收
力
が
非
常
に
大
で
あ
つ
て
、
.
一
〇
〇
萬
に
_

ん
と
す
る
橫
儐
市
が一.

七
萬
を
吸
收
し
て
全
體
の 

、約
五
〇
％
を
占
む
る
比
當
然
と
し
て
、
■川
，崎

市

が

一

〇

萬

を

吸

收

.し
て
三

 

一
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ニ
^
を
取
り
、
其
の
他
の
橫
須
賀
*
平
塚
、
鎌
倉
、
藤
澤
等 

ば1

。
八
^
乃
至一

*
ニ
^
に
當
る
部
分
を
■吸
收
し
だ
に
過
ぎ
な
い
.
,0
‘之
.れ
も
山
、ロ
縣
の
場
合
に
比
較
し
て
.み
る
と
次
の
如
く
で

あ
る
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.次
に
最
兑
哲
大
故
都
市
群
を
持
.つ
縣
と
し
て
福
岡
縣
の
都
$

懷
を
眺
め
ょ
ぅ
。
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.

、
福
岡
縣
に
M-
い
て
見
'る
と
昭
和
十
年
以
降
薪
し
い
市
の
無
い
事
が
氣
に
つ
く
。
昭
和
十
，年
め
十
市
は
昭
和
十
五
年
に
於
い
て
戈
十
市 

で
あ
る
o
.此
の
點
.
新
興
都
‘市
と
い
ふ
觀
點
か
ら
云
へ
ば
、
九
州
、
殊
に
福
岡
縣Q

都
市
事
情
は
相
當
古
い
も
の
で
あ
る
と
い
へ
る
。
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つ
ま
り
大
疋
期
に
於
い
て
完
成
し
た
型
5:
.
.示
す
0
,併
し
最
近
、
九
州
全
體
と
し
て
は
新
興
都
市
の
-增
加
が
相
當
に
あ
る
。
十
年
.议
來
、
 

十
五
年
調
査
#

時
4

に
は
.、
I

、
川
內
、
•八
代
、
輩

の

四

|

あ

基

に

§

後
、
日
田
、
佐
伯
、
i

Q

i
が
I

 

し
か
し
福
岡
縣
は
新
興
郡
市
の
I

I

I

な
い
黯
に
此
の
地
の
都
市
I

の
古
さ
が
判
明
す
る
广 

其
の
縣
人
口
‘
'は
十
年
の
ニ
七
五
萬
か
ら
十
五
年
の
一
ー
一
〇
九
滿
迄
、

三

三

萬

を

增

加

.し
、て
を
り
，一 
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•三
^
と
一K

ふ
優
秀
な
增
加
率
を

承
し
て
ゐ
る
.
o所
，

新
興
都
市
が
皆
無
と
.は
’一

K

へ
、

，市

部

人
n
-
は

此

の

期

間

に
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七
萬
か
ら
一
三
六
乾
に
增
加
し
て
一
八
萬
を
吸
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收
し
.た
に
過
>

ぬ
。
縣
內
墦
加
人
ロ
の
‘五
四
㈣
七
^
を
吸
收
し
た
欠
過
ぜ
ぬ
。
神
奈
川
縣
の
八
五
％
强
に
及
ば
ず
、
山
ロ
縣
の
六
八
知
に 

も
及
ば
な
い
。
縣

內
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收
に
近
;^
。
.福
岡
縣
の
增
加
人
口
の
四
五
^
が
都
市
忆
吸
收
さ
れ
.て
ゐ
な
い
と
云
っ
て
も
、
そ
れ
は
福
岡
縣
の
.農
村
的
性
格
を
物
語
る 

も
の
で
は
，な
く
、
逆
に
市
部
以
外
に
準
市
部
的
人
ロ
*>
っ
ま
り
都
會
人
ロ
に
敗
5
も
の
が
多
い
事
を
物
語
る
の
で
は
散
か
ら
う
か
。

.

大
阪
府
は
東
京
市
に
次
ぐ
大
都
市
を
#
:ち
乍
ら
、
都
市
數
が
多
V
點
で
、
東
京
府
士
事
情
を
異
に
し
て
ゐ
る
0
:此
の
.
.點
は
ど
.-5
汾
析 

さ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
確
か
に
、
東
京
府
の
都
市
人
ロ
.に
は
そ
の
全
部
が
東
凉
市
唯一 .

に

依

存

す

る

が

大

阪

府

の

場

合

は
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う

あ

ら
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う
か
。
同
府
は
此
の
期
間
’內
に
府
内
人
口
四
九
五
、
七
九
ニ
人
が
增
‘加
し
て
ゐ
る
。

一
邊
市
人
ロ
は
昭
和
十
年
.の
.三
1
九
萬
は
十
五 

华
に
三
七
六
萬
と
な
ヶ
、
五
六
五
、
四
七
三
人

,(
0

增
加
を
.示
し
"
府
人
ロ
の
增
伽
ょ
り
優
勢
て
あ
る
が
、:'

:

再
び
注
意
す
ぺ
ぎ
.は
此
の
五
ケ 

年
間
r
新

市

が

四

っ

あ

つ
.て

そ

れ

が

十

年

當

時

、
既
に
一
一

. 
一
-^
七
。
八
人
を
持
ク
て
ゐ
た
メ
之
れ
は
前
の
評
算
で
は
市
部
人
ロ
で
な
か 

っ
^

の
で
あ
る
か
ら
、
若
し
之
れ
を
準
市
部
人
口
と
し
.て
市
部
人
口
に
加
算
す
れ
ば
、
十
五
年
度
に
於
け
る
市
部
人
口
の
增
加
は
五
六 

五
寓
’の
代
り
に
三
西
六
、
七
六
八
人
と
尊
る
。
之
れ
は
府
^

ロ
總
數
.の

增

加

分

に

對

し

て
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％

と

な
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1
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舍

.

之
れ
に
よ
る
と
大
阪
市
は
自
身
の
人
ロ
增
加
率
は
や
乂
劣
つ
て
ゐ
.る
が
流
石
に
三
0
〇
萬
級
を
吸
收
し
て
ゐ
る
0
し
か
し
岸
和
田
、 

豐

中

、

、池

田

を

除

く

舊

市

が

}

^

內

外

を

吸

收

各

都

市

が

ニ
 0

%

前

後

Q

嚅

率

集

し

y

ゐ
る
事
は
特
筆
に
値
ず
る
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昭

和

十

式

年

國

勢

調

嚷

の

結

果

に

ょ

る

本

邦

的

地

都

市

の

發

展

及

び

趨

勢

に

就

V >
.
•て

# :
察

す

る

所

、
■
以

上

の

如
く
で
あ

る

‘

內

地

人
 

ロ

が

三

八

六

萬

の

增

加

に

對

し

て

東

京

府

は

ニ

五

•
五

^

大

阪

府
f
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•
八

^
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神

奈

川

縣

汍

％

、

福

岡

縣

八

•
七

^

、

愛

知

縣

七

•
八

^
 

兵

庫

縣

七

•
七

^

、
北

海

道

五

•
三

^

、

山

ロ

、縣

ー

一

•
七

^

と

い

ふ

比

率

で

之

れ

を

吸

收

し

て

ゐ

る

。

是

等

.の

諸

府

縣

が

い

づ

れ

も

大

都

市
 

又

は

都

.市

群

所

在

の

府

縣

で

ぁ

苓

事

は

注

目

に

値

し

.、

.
'本

稿

杧

於

け

る

分

析

に

ょ

っ

て

示

さ

れ

た

樣

^ ,
東

京

< 

大

阪

等

は

依

然

巨

大

人

•ロ
の
集
積
を
續
，け
て
ゐ
る
。
國
土
計
畫
に
於
い
て
過
大
都
市
の
分
散
が
叫
ば
れ
る
、
誠
に
'宜
な
り
と
云
ふ
べ
き
-で
.あ
る
。
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龙

價

_
勘
酸
_

«

铘
_

編

聽

迪
_
¥
:間
_

:
し
だ
_

_

聚
落
び
存
在
を
一
應
統
計
上
"
市
外
人
口
と
し
て
省
い
た
爲
め
に
生
じ
た
結
果
で
は
み
る
が
、
此
の
五
ケ
年
間
の
一
特
徵
と
し
て
時 

局
的
影
響
の
下
に
人
口
五
萬
内
外
の
諸
漂
亦
正
式
に
登
場
し
た
事
は
無
-^
す
る
事
が
出
來
ぬ
の
み
な
ら
ず
、
所
謂
、
池
方
都
裏
與 

の
問
題
t

て
も
重
大
な
論
點
を
含
ん
.で
ね
る
。
.
傳
聞
す
る
所
に
'ょ
れ
ば
垒
國
都
市
問
題
會
議
の
來
，年
の
總
會
の
W

題
^

¥

計
畫
と
•共
，に
也
.方
都
市
の
問
題
'が
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
'.い
ふ
.が
、.
之
れ
：又
時
宜
を
得
た
も
.の
と
.い
ふ
事
が
出
來
る
。
.中
小
都
审
の
無
秩
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ハ
て
確
乎
た
る
資
料
を
提
供
し
て
ゐ
る
と
泛
へ
，る
。
本
辙
に
於
け
る
分
析
は
極
め
て
皮
相
的
で
又1

方
的
で
あ
る
。
他
の
資
料
を
以
つ
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て
充
分
に
檢
討
.す
る
な
らS

倚
ほ一

曆
確
實
な
資
料
た
ら
し
む
る
を
得
る
だ
ら
う
。
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